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■がけ崩れ■がけ崩れ
■地すべり■地すべり
■土石流■土石流

（件数）

■がけ崩れ
■地すべり
■土石流

　平成18年も全国で多くの土砂災害が発生し尊い命が奪われました。揖斐
川町においても崩れやすい1,200m級の山々を抱えており例外ではありませ
ん。いつどこで起きるかわからない土砂災害に対しては早めの避難が最も
有効です。
　坂内地区では全住民の方を対象として、情報の伝達や避難経路、災害弱
者の援護体制の確認を目的とした土砂災害対応の避難訓練を実施します。
　皆様の積極的な参加をお待ちしております。

過去5年の土砂災害発生件数

災害時要援護者の被災
土砂災害による死者・行方不明者に占める災害時
要援護者が63.6％を占める
（Ｈ13～17）

お問い合わせ

揖 斐 川 町 役 場 総 務 課   TEL 0585 - 22 - 2111
国土交通省越美山系砂防事務所調査課  TEL 0585 - 22 - 2163

（旧）（旧）坂内村友谷の土砂災害（昭和坂内村友谷の土砂災害（昭和5050年）年）

平成19年6月10日（日）8：00

突然襲う土砂災害突然襲う土砂災害突然襲う土砂災害

近年、
土砂災害の発生が

増えています！

災害時要援護者災害時要援護者

その他

36.4％

63.663.6％
災害時要援護者

63.6％

46 57
128

（旧）坂内村友谷の土砂災害（昭和50年）

お知らせお知らせ

命を守るのは「早めの避難」です命を守るのは「早めの避難」です命を守るのは「早めの避難」です

実施日

坂内地区全住民を対象とした坂内地区全住民を対象とした
土砂災害防災訓練を実施します土砂災害防災訓練を実施します
坂内地区全住民を対象とした
土砂災害防災訓練を実施します

主催 ： 国土交通省・都道府県

避
難難
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か

近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
や
土
砂
災
害
な

ど
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
５

月
に
は
東
横
山
地
内
で
大
規
模
な
地
す
べ
り

が
発
生
し
ま
し
た
。

も
し
も
、
災
害
の
発
生
に
よ
り
避
難
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
、
す
ぐ
に
避
難
で
き

る
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
「
非
常
持
出
品
」
を
用

意
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
金
銭
な
ど

の
貴
重
品
か
ら
医
薬
品
、
避
難
所
生
活
に
備

え
て
下
着
や
衣
類
の
準
備
も
必
要
で
す
。
非

常
食
は
２
〜
３
日
分
用
意
し
て
お
く
と
安
心

で
す
。
避
難
の
と
き
に
両
手
が
使
え
る
よ
う

リ
ュ
ッ
ク
型
の
袋
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
避
難
所
ま
で
実
際
に
歩
い
て
み
る

と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
余
裕
を
も
っ
て
避
難

で
き
ま
す
。

緊
急
持
出
品
の
内
容
と
し
て
次
の
よ
う
な

物
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で

内
容
を
話
し
合
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
衣
類
、
下
着

・
タ
オ
ル

・
軍
手

・
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー

・
ロ
ウ
ソ
ク

・
飲
料
水

・
医
薬
品

・
懐
中
電
灯
（
予
備
電
池
）

・
携
帯
ラ
ジ
オ

・
お
金
（
貴
重
品
）

・
非
常
食

な
ど

今月の特集 ６ 月 は 土 砂 災 害害 防防 止止 月月 間間 でで すす
地
す
べ
り
発
生
後
の
応
急
工
事
完
了
後
の
写
真
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「
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
」

〜
地
域
防
災
体
制
の
確
立
の
た
め
に
〜

町
で
は
住
民
の
皆
さ
ん

が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す

た
め
の
「
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
、

た
と
え
災
害
が
発
生
し
た

場
合
で
も
、
罹
災
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
・

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

町
で
は
、
災
害
発
生
時
を
想
定
し
各
種
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
で
は
、
各
種
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
す
み
や
か
に
避
難
す
る
た
め
の
避
難
訓
練

や
、
災
害
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の

初
期
消
火
訓
練
な
ど
、
災
害
発
生
時
に
最
小

限
の
被
害
で
食
い
止
め
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

今
年
度
も
各
種
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
、
地
震
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ッ
プ
は
、

地
震
に
よ
る
建
物
被
害
な
ど
の
可
能
性
や
地

震
発
生
時
の
揺
れ
や
す
さ
な
ど
、
地
域
の
危

険
度
に
関
す
る
情
報
を
地
図
で
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
犠
牲
者
の
８

割
以
上
が
住
宅
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で

し
た
。
地
震
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
住

宅
な
ど
の
耐
震
化
が
重
要
で
す
。
住
民
の
皆

さ
ん
が
耐
震
化
を
検
討
す
る
材
料
と
し
て
こ

の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

町
で
は
、
地
震
に
強

い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
木
造
住

宅
の
耐
震
対
策
を
支
援

す
る
た
め
、
国
、
県
と

町
が
そ
の
経
費
の
一
部

を
次
の
と
お
り
助
成
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業

木
造
住
宅
の
倒
壊
率
は
古
い
住
宅
ほ
ど
高

く
、
老
朽
化
や
耐
力
壁
の
少
な
さ
、
ま
た
は
、

配
置
バ
ラ
ン
ス
の
わ
る
さ
が
倒
壊
の
要
因
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
耐
震
診
断
」
は

建
物
が
も
つ
構
造
状
態
を
評
価
し
、
耐
震
性

能
を
判
定
す
る
こ
と
で
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

次
の
住
宅
が
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
一
戸
建
て
、
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅

②
共
同
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面
積
の
半

分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の

③
木
造
軸
組
み
工
法
・
枠
組
壁
工
法
・
伝

統
工
法
ま
た
は
大
臣
等
特
別
の
認
定
を

受
け
た
工
法
で
な
い
も
の

④
賃
貸
住
宅
は
、
診
断
に
つ
い
て
居
住
者

の
承
諾
を
得
て
い
る
も
の

■
補
助
金
の
額

２
万
円
以
内

※
補
助
率
は
２
／
３
で
す
が
、
３
万
円
を

越
え
た
費
用
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

■
助
成
棟
数

１０
棟

※
申
し
込
み
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事

耐
震
診
断
を
し
た
結
果
、
「
倒
壊
の
恐
れ

あ
り
」
と
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
に

対
し
て
、
県
と
町
が
そ
の
経
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

次
の
住
宅
が
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
町
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業
で

耐
震
診
断
を
し
た
も
の

②
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
住
宅
で
、
２
階
以
下
の
も
の

■
補
助
金
の
額

８４
万
円
以
内

※
補
助
率
は
７
／
１０
で
す
が
、
１
２
０
万

円
を
越
え
た
費
用
に
つ
い
て
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
棟
数

２
棟

※
申
し
込
み
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

●
こ
の
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
産
業
建
設
部
建
設
課
の
ま
ち

づ
く
り
係
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
申
請
用
紙

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
０
２
）

防
災
備
蓄
倉
庫
と
は
、
災
害
時
に
必
要
な

防
災
備
蓄
品
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
倉
庫
で
す
。

町
で
は
、
災
害
発
生
時
に
備
え
防
災
備
蓄
倉

庫
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
災
備
蓄
倉
庫
の
中
に
は
、
非
常
食
の
水

や
乾
パ
ン
の
ほ
か
毛
布
な
ど
が
配
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
備
蓄
品
の
中
に
は
、
定

期
的
に
入
れ
替
え
が
必
要
な
も
の
が
あ
る
た

め
、
順
次
入
れ
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
最
低
限
必
要
な
飲
食
物
な
ど

を
常
備
し
災
害
発
生
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

安全・安心な地域
づくり その�

各各
種種
訓訓
練練
をを

実実
施施
しし
まま
すす

安全・安心な地域
づくり その�
木木
造造
住住
宅宅
のの
耐耐
震震
対対
策策
をを

支支
援援
しし
てて
いい
まま
すす

安全・安心な地域
づくり その�

防防
災災
備備
蓄蓄
倉倉
庫庫
をを

ごご
存存
知知
でで
すす
かか
？？

安全・安心な地域
づくり その�
地地
震震
防防
災災
ハハ
ザザ
ーー
ドド

ママ
ッッ
ププ
をを
作作
成成
しし
まま
すす

今今月月のの特特集集 ６６ 月月 はは 土土 砂砂 災災 害 防 止 月 間 で す
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